
　学習指導要領の改訂により、2022年度から地理歴史科
において、日本史と世界史を融合した「歴史総合」と
「地理総合」が必修科目となり、日本の高校生全員が地理
を学ぶことになる。グローバル化やデジタル化がますま
す加速する今後の社会では、地理的な考え方に基づいた
判断力や行動力が必須との認識がその背景にあるからだ。
ただ、高校によっては地理を専門とする教員がいないと
ころもあるなど、必ずしも地理の教育内容が浸透してい
るとはいえない。
　そこで、今回は大学における地理学の研究や教育を取
り上げる。地理学がめざす目的や大まかな学問分野など
を概観した上で、代表的な学問分野の研究内容や動向、
大学における地理教育の実態などについて紹介し、地理
学あるいは地理を学ぶことへの興味を高めてもらいたい。
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第52回

学部・学科

注
目
の

大学名 学部名 募集区分名 大学名 学部名 募集区分名
北海道教育 教員養成課程 和歌山 教育 学校－文科系
弘前 教育 学校－小学校 島根 法文 社会文化
弘前 教育 学校－中学社会 岡山 文 人文
東北 理 地球科学系 広島 文 人文
筑波 生命環境 地球 山口 教育 学校－社会科
宇都宮 共同教育 学校－社会 高知 教育 学校教育教員（幼児教育・科学技術除く）
群馬 共同教育 学校－社会 九州 文 人文
埼玉 教養 教養 鹿児島 法文 人文－多元地域文化
千葉 教育 小学校 東京都立 都市環境 地理環境
千葉 教育 中学－社会科教育 大阪市立 文
お茶の水女子 文教育 人文科学 大阪府立 現代システム 環境システム
東京 教養 獨協 経済 国際環境経済
東京学芸 教育 初等－社会 国士舘 文 史学地理
東京学芸 教育 中等－社会 駒澤 文 地理－地域文化
横浜国立 教育 学校－言語・文化・社会系教育 駒澤 文 地理－地域環境
富山 人文 人文 専修 文 環境地理
金沢 人間社会 人文 日本 文理 地理
静岡 情報 情報社会 法政 文 地理
愛知教育 教育 義務－社会 明治 文 史学－地理学
愛知教育 教育 高等－地歴・公民 立正 地球環境 地理
名古屋 文 人文 早稲田 教育 社会－地理歴史
京都 文 人文 立命館 文 地域研究
大阪教育 教育 小中－社会科教育 関西 文 総合人文
大阪教育 教育 中等－社会科教育 奈良 文 地理
奈良女子 文

※ 地理関連学会連合ホームページ http://www.ajg.or.jp/union/linkj.htmlを参考に、「地理」を名称に含む研究室のある大学・学部を抽出。	
※ 募集区分名は、学科や入試区分ごとに河合塾が設定した名称を設定。					   
※「入試情報」（p60）、「卒業後の進路」（p70）はこれらの大学を分析対象とした。					   

＜資料＞地理学を学べる主な大学（抜粋）
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３つの代表的な学問分野に分かれ
文理を超えて幅広いテーマを扱う

　地理学が扱うテーマは非常に幅広い。地形や気候など

の自然現象を扱う一方で、貿易や産業、政治といった人

間の活動も扱うため、文系、理系の枠を超えた統合的な

学問としての性格を備えている。

　「本学の地理学専修では、地理学の研究対象を『地表

上での自然と人間に関わるさまざまな現象』と規定して

います。つまり、地表上の全ての自然現象と全ての人間

活動が対象ということになります。地理学の目的は、特

定の自然現象や人間活動に注目し、それらの地域的な特

徴を描き出すことであり、その地域も集落などごく狭い

範囲から国レベル、全世界レベルまでスケールも非常に

幅があります」と水野一晴教授は語る。

　そのため、地理学は大きく３つの代表的な学問分野に

分かれている。自然現象を扱う「自然地理学」と、人間

の諸活動を扱う「人文地理学」、特定の地域に注目してそ

こでの自然現象と人間活動全般を扱う「地誌学」だ。な

お、自然地理学と人文地理学を合わせて系統地理学と呼

ぶ場合もあり、その場合は系統地理学と地誌学が代表的

な２分野ということになる。

　高校で学ぶ地理も、基本的にはこれら３つの分類に沿

った内容になっている。以下、簡単に説明する。

●自然地理学
　自然現象の地域的な特徴を明らかにする分野で、主な

研究対象は、地形、気候、植生、水
すい

文
もん

、土壌などだ。こ

れらは地域によって大きく異なる。特定の地域に、ある

特徴的な自然現象が発生したプロセスを明らかにし、さ

らにその自然現象がそこに暮らす人々の生活に及ぼす影

響まで考察するのが自然地理学だ。地理学における地形、

気候、植生、土壌に関する研究は、それぞれ地質学、気

象学、生物学、農学などの研究に近いが、どう違うのか。

水野教授は次のように説明する。

　「例えば、植生について研究する場合は、生物学には生

態学があり、地理学では地生態学と呼ばれる植生の研究

分野があります。両者は一見似ているように思えます。

しかし、生物学の生態学が、主に現在の地形の特徴と植

物群落（注１）との関係を明らかにするのに対して、地理学

の地生態学では、その地形がどのように形成されてきた

のかというところまで踏み込んで考察します。こうした

“時間軸”が入るかどうかが、地理学の特徴といっていい

と思います」

　また自然地理学は、地球科学（地学）との関連も深い

が、地学が地球内部の構造を主な研究対象にしているの

に対して、自然地理学は地表面に出ている地形の発達を

明らかにするという違いがある。

●人文地理学
　人間のありとあらゆる活動を対象にしているため、そ

の活動に応じた非常に多くの学問分野がある。主なもの

だけでも、経済地理学、都市地理学、文化地理学、集落

地理学、人口地理学、観光地理学、農村地理学、農業地

理学、歴史地理学、宗教地理学、交通地理学、政治地理

学、地理教育などがある。

　人文地理学においても、例えば、歴史学と歴史地理学

にはどのような違いがあるのか。

　「歴史地理学の方が、地形や気候といった自然現象の影

響を考慮して研究する傾向があります。しかし、こうし

たアプローチをとる歴史学者もおり、明確に区別をする

のは難しいです」（水野教授）

概説

地表上の全ての自然現象と
人間活動を対象に
ある地域の独自性を明らかにする学問
京都大学　大学院文学研究科　地理学専修　水野 一晴 教授

（注１）植物群落：同じ場所で一緒に生育している、ひとまとまりの植物群のこと。
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●地誌学
　地誌学は、ある地域における自然現象と人間生活の関

係を描き出すことで、その地域の特徴を明らかにする学

問だ。ただし、水野教授によると、近年は地誌学を専門

とする研究者は多くない。ある地域の特徴をいろいろな

角度から明らかにしようとする「地域研究」の研究者が、

地誌学と近いテーマで研究している。

　「高校の地理で習う地誌と大学での地域研究は大きく

違っています。高校の地誌は、アメリカ・ヨーロッパ・

アフリカといった大陸の括りで、自然地理と人文地理の

内容を盛り込むことで、その地域の特徴を紹介していま

す。しかし、研究の世界ではそんなに大きな地域を対象

とした地域研究はほとんどありません。例えば、アフリ

カのナミビアの中でも、サンやナマといった特定の民族

が生活している、より狭いエリアの地域を対象に、そこ

に暮らす人々と密接に関わりながら、自然環境と人々の

生活の関係を詳細に描き出そうというのが地域研究なの

です」（水野教授）

特定の現象や地域を対象にしながらも
根底にあるのは「地域間比較」の意識

　地理学の研究は、このような３分野を中心に行われて

いるが、地理学に特有の研究手法や研究の視点は存在す

るのだろうか。水野教授はそれを「地域間比較」だとする。

　「現在の地理学の研究は、特定の地域に入り込んでフィ

ールドワークを行う人類学の研究とかなり似たところが

あります。しかし、人類学の研究者が特定の地域に、半

年・１年など、長く住んで調査するのに対して、地理学

の研究者はそれほど長く滞在しません。むしろ同じテー

マで他の地域を調査して、地域間比較を行うことで、そ

の地域の独自性を明らかにしようとしています。例えば、

私が行っている氷河と植生の研究は、アフリカのケニア

山でもキリマンジャロでも南アメリカのアンデスでも調

査しました＜写真＞。同じ熱帯の高山でも地域の違いに
よって、気候や植生の状況、さらにはそれを取り巻く人々

の関係のあり方が異なっているため、比較研究を行うこ

とで、自然環境と人間生活の関係を幅広く、より明確に

理解することをめざしているのです」（水野教授）

　地理学の目的が、地域の特徴を描き出すことである以

上、自然地理学と人文地理学を関連づけて、それらの相

互関係を明らかにする研究が理想といえる。しかし実際

には、両者が関連したような研究は少なく、自然地理学

者と人文地理学者の間に、あまり交流がないのが現実だ。

そんな中水野教授は、自然地理学と人文地理学を架橋す

るような研究で成果を上げている。

　「地域研究を行う組織に長く在籍し、人類学の研究手法

を身につけられたという背景が大きいと思います。例え

ば、私は近年、熱帯高山において、温暖化による氷河融

解と自然環境、さらには人間活動との関係を解明する研

＜写真＞キリマンジャロ、キボ峰のカルデラ内の氷河

（水野一晴教授提供）
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究プロジェクトを進めていますが、そこでは、地形学、雪

氷学、気候学、生態学、人類学、開発学の研究者と共同

で研究しており、氷河が温暖化で解けることが植生や水

環境にどのような影響を及ぼし、それらが麓の住民社会

にどのような影響を与えるかといったところまで踏み込

んでいます。このように自然地理学と人文地理学が融合

した学際性こそが地理学の醍醐味だと考えているからで

す」（水野教授）

地球温暖化に伴う自然現象や
発展途上国の課題などがホットなテーマに

　地理学の研究で、近年増加しているテーマについて簡

単に紹介する。まず、自然地理学では地球温暖化をテー

マにした研究が増えている。

　「私の氷河の研究も、温暖化で氷河が縮小した場合の、

植生や水環境の変化、住民生活への影響を調べたもので

すし、温暖化による海水面上昇の影響を扱う研究も増え

ています。太平洋の島々を対象にして、海水面上昇と

人々の暮らしの関係に注目すれば、地理学の研究テーマ

にもなります」（水野教授）

　人文地理学では、発展途上国の課題などを研究テーマ

にするケースが増えている。発展途上国の産業は農業が

中心であり、農地を相続できるのは長男に限られる。そ

のため、相続できなかった兄弟は、故郷を離れてその国

の一番人口の多い都市に職を求めざるを得ない。その結

果、多くの人々が大都市に流入することになり、スラム

街が形成され、治安も悪くなるといった社会状況が発生

する。やがて深刻な交通渋滞が起こり、大気汚染やごみ

問題なども深刻化する。このような途上国における人口

集中に関わる研究テーマが数多く研究されるようになっ

ている。

中心的な研究手法はフィールドワーク
卒業論文での幅広いテーマ設定が可能

　このような広範にわたる地理学を、大学ではどのよう

に研究しているのだろうか。水野教授によれば、地理学

科が設置されている学部は、大学によって異なっている。

　「国立大学の場合、地理学科が日本で最初に京都大学

の文学部に設置された影響で、西日本では文学部に置か

れていることが多く、2番目に設置されたのが東京大学

の理学部であった関係で、東日本では理学部（環境科学

部）に置かれていることが多いです。」（水野教授）

　同じ地理学科でありながら、理系と文系の学部に設置

されている点が地理学の特徴を端的に示している。理系

からも文系からも研究していくことができるのが地理学

なのだ。

　その上、一部を除き、どの学部に設置された地理学科

であっても、自然地理学と人文地理学の教員が両方揃っ

ている大学がほとんどなので、学部での学びでは、理系

の学部か文系の学部かをそれほど心配することはない。

卒業論文（以下卒論）では、自然地理学でも人文地理学

でもテーマは自由に選べるはずだ。

　大学における地理学の教育や研究手法で特徴的なもの

は、「フィールドワーク」だろう。高校の地理の授業で

は、フィールドワークはほとんど行われないからだ。

　「地理学の学びには、現場に足を踏み入れることが不可

欠です。自然地理学であれば、まずは自然観察です。地

形の成り立ちや火山灰の積層状況なども、地表に現れて

いる場所を観察しなければ正確に理解できません。気候

学なら気象観測を行いますし、水文学なら河川の流速や

水質の調査も行います。また、人文地理学であれば、聞

き取り調査と参与観察（注２）が中心になります。その地域

で暮らす人々の意識を、アンケートやインタビュー結果

をもとに分析するもので、社会学に近い手法といえます。

この他、その地域に行かなければ得られないような統計

データや文献の収集や、GISを用いた地図化なども行い

ます。京都大学では、フィールドワークを行う地理学実

習を必修としています。ここで学んだフィールドワーク

の手法を使って、自分が決めた地域やテーマでの卒論に

つなげていくわけです」（水野教授）

　冒頭で述べたように、地理学は自然現象と人間活動の

あらゆることを扱うため、テーマは無限に設定できる。

「自然地理学なら、不思議な自然現象を長い時間軸の中で

解明していく喜びやロマンがありますし、人文地理学な

ら、地域性さえ明らかにできれば、マンガやアニメの

『聖地巡礼』なども、研究テーマになり得ます。地理学は

実に懐の広い学問分野なのです」（水野教授）

（注２）参与観察：調査者が、調査対象の社会や集団に成員として参加しながら観察する調査手法のこと。
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国公立大　共通テストは７科目文型が多数派
私立大　２～３教科が基本

　次に入試科目の特徴をみていこう。＜図表２＞は地理
学を学べる主な国公立大（前期日程）における大学入学
共通テスト（以下、共通テスト）や２次試験で課される
教科・科目の状況である。文系学部が多いこともあり、
共通テスト科目は全体の約６割を７科目文型が占めてお
り、次いで７科目選択型、理型が占めた。７科目未満で
受験できる大学は全体の約１割程度にとどまった。
　２次試験は、１～２教科を課す大学が多くを占める。
２次試験で課される教科のパターンは学部・学科によっ
て異なるが、教科別にみると英語を課す大学が全体の約
６割、国語が約５割と半数以上を占めた。また、小論文
や面接といった学科試験以外を課すケースも教育学部な
どを中心にみられ、全体の約４割を占めた。なお、地歴・
公民を課す大学は全体の約３割にとどまる。理系学部で
は、数学や理科が必須で課される場合がほとんどである。
なお、後期日程を実施する大学では、学科試験の代わり
に小論文や面接を課す大学が多い。
　続いて、私立大の入試科目の特徴をみていこう。＜図
表３＞は地理学を学べる主な私立大（一般選抜）におけ

さまざまな学部で学ぶことができる地理学
2020年度入試の志願者は
国公立大・私立大とも減少

　地理学は主に文学部の人文学科、地理学科や教育学部
の社会科系課程などで学ぶことができる。理系学部でも
地球科学系や環境系の学科などで地理学を学べる大学が
ある。また、大学によっては入学後に専攻や専修に分か
れる場合があり、大学入学後の成績によっては地理学系
の専攻・専修に進学・進級できないこともあるので注意
したい。例えば筑波大（生命環境－地球）では１・２年
次に基礎科目を中心に学び、３年次で主専攻に分かれ、
専門的に地理学を学ぶ。京都大（文－人文）でも同様に
段階的に専門化した後、地理学を学ぶことになる。
　＜図表１＞は、地理学を学べる主な大学の過去５年間
の志願者数と倍率（志願者÷合格者）の推移である。
　国公立大（前期日程）ではここ数年、志願者数および
倍率はほとんど横ばいだが、2020年度入試の志願者数
はやや減少した。私立大（一般選抜）の志願者数は2019
年度入試まで増加傾向にあったが、2020年度入試で約
１割減少、それに伴い倍率もダウンした。国公立大、私
立大ともに全体の動向と同様の傾向である。

　地理学を学べる大学（地理学に関する研究室を持つ大学）の学部・学科について、近年の志願動向や
入試科目の特徴について紹介する。入試情報

＜図表１＞�地理学を学べる主な大学の志願者数・倍率の推移

※国公立大は前期日程、私立大は一般選抜（一般＋センター）で集計

国公立大 私立大
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入試難易度
国公立大・私立大とも幅広く分布

　最後に、入試難易度について確認する。2020年度入
試の国公立大（前期日程）の難易度は幅広く分布してい
るが、偏差値55.0 ～ 60.0あたりがボリュームゾーンと
なった。私立大（一般方式）の難易度は、地理学を学べ
る私立大は難関大が多いため、52.5 ～ 57.5のやや高い
偏差値帯に集中している。最も難易度が高いのは、早稲
田大（教育－社会－地理歴史）で、ボーダー偏差値65.0
となっている。

る共通テストや個別試験で課される教科の状況である。
私立大共通テスト方式では２～３教科を課す大学が主流
である。私立大でも地理学系の学科等は文系学部に多い
こともあり、英語か国語、もしくは両方を必須で課すケ
ースが多くみられる。
　私立大一般方式では、ほとんどの大学が２～３教科で
受験することができる。共通テスト方式と同様、学科試
験では主に英語や国語を必須で課すことが多い。出題科
目の中に地理が用意されているのは全区分中の15％程度
にとどまる。

＜図表２＞�地理学を学べる主な国公立大（前期日程）　出題教科・科目数

共通テスト必要教科・科目数

共通テスト方式 一般方式

２次試験 教科別の出題割合

＜図表３＞�地理学を学べる主な私立大（一般選抜）　出題教科数

７科目文型
65%

５教科６科目
3%

５教科５科目
8% ７科目理型

8%

7科目選択型
16%

５教科
13%

２教科
30%

４教科
10%

３教科
40%

１教科
8%

２教科
22%

３教科
78%
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英語

数学

国語

理科

地歴・公民

小論文・面接等

62%

35%

54%

5%

27%

43%

（％）
※2021年度入試　前期日程の共通テスト必要教科・科目数を集計
※教科・科目パターンが複数ある場合はそれぞれで集計
　７科目文型：外・国・地公２必須、数・理から３
　７科目理型：外・数２・国・理２・地公
　７科目選択型：外・国必須、数・理・地公から５
※分類は河合塾による

※2021年度入試　前期日程の２次試験教科数を集計
※他教科との選択の場合もそれぞれで集計

※2021年度入試　出題教科数を集計
※教科パターンが複数ある場合はそれぞれで集計
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長期的な大気現象の
平均的な姿と
周囲への影響も考える気候学

　気候学は自然地理学の一分野です。

自然地理学は、地域によって異なる

自然環境の特色を明らかにする学問

分野で、自然環境を構成する要素、

すなわち大気、水、地形、土壌、植

生、生物などに注目し、それらの地

域的な特徴を研究します。地球科学

も自然地理学とよく似た学問であり、

どちらも地球の自然現象を扱います。

ただ、どちらかというと地球科学が

現象そのものを研究対象としている

のに対して、自然地理学はその現象

の時間的・空間的な変化や人も含め

た周囲への影響や相互作用を強く意

識して研究している面があります。

　自然地理学の中で、特に大気に注

目して研究する分野が気候学です。

地球科学の一分野である気象学も大

気を研究対象にしていますが、気象

学が短期的な大気現象の特徴とその

メカニズムに主たる関心があるのに

対して、気候学はメカニズムを扱い

つつもその地域における大気現象の

長期間にわたる平均的な姿や、それ

がその地域の人間生活や周辺環境に

与える影響なども含めて考えていく

ところに特徴があります。

空間スケールと
時間スケールの違いによって
研究対象とする要素や
研究手法が異なる

　気候学の研究は、空間スケールと

時間スケールが変わることによって、

研究対象や研究手法が異なります。

　空間スケールでいえば、扱う地域

の大きさによって微気候、小気候、

中気候、大気候などに大別されます。

微気候は、水田や公園、ビルの屋上

などごく狭い範囲における大気の状

態を対象にします。それぞれの場所

で気温や風向、風速、水温などの気

候要素を調べ、周囲との違いなどを

明らかにしていきます。小気候では

水田と宅地など複数の土地利用を含

む地域が対象になり、同時に研究対

象とする気候要素の鉛直スケールも

広がります。中気候になると盆地全

体や海岸域といった範囲となり、大

気候は天気図がカバーするような領

域から、モンスーンといったグロー

バルな気候まで扱うようになります。

　空間スケールが変わると、気候を

特徴づける因子も変わります。小気

候や中気候では、土地利用の影響を

考慮する必要がありますが、グロー

バルな気候を扱う場合は、土地利用

のような小さな空間スケールの地表

面状態はほとんど影響がなくなり、

大陸と海洋の配置や海面の水温分布

などが影響するようになります。

　時間スケールでいえば、気候学で

は最低でも１年間の変化を追う必要

があります。100年単位の時間スケ

ールになると、過去に観測されたデ

ータを統計的に処理する研究手法が

一般的になります。ただし、観測デ

ータが揃っているのは、気象観測を

早くに開始した地域でも150～ 200

年ほどです。20世紀よりも前に遡る

場合には、「歴史気候学」と呼ばれ

る研究分野が中心になります。

　具体的な手法としては、日本では

養蚕日記や農事日誌などが残されて

いる場合、それらには日付と天気が

記されています。同じ日付の日本各

地の天気を地図上にプロットしてい

くと、その日の気圧配置を復元する

ことができます。例えば、冬に日本

海側が雪で、太平洋側が晴れならば、

西高東低の冬型の気圧配置になって

いただろうと推測できます。その気

圧配置が冬の間に何日あったかを調

査することで、その年が寒冬だった

のか暖冬だったのかという気候の傾

向を知ることができるのです。

　さらに時間スケールを拡大し、数

千年あるいは数万年の気候を調べよ

うとすれば、人の記録したものに頼

大気現象のメカニズムの解明と同時に
人 の々暮らしや周辺環境への影響を考える
　天気は、ある地点のある時点における大気の状態のことで、刻々と変化
している。だが、その天気も、長期間にわたって観察してみると、同じよ
うな状態を繰り返していることがわかる。このような、ある地点の長期間
にわたる大気の状態とその移り変わりのことを気候といい、気候学はその
気候を研究対象としている。気候の特徴やそうした状態が起きる原因など
を解明するだけでなく、大気の状態やその変化が人々の生活にどのような
影響を与えているのかも含めて調査・研究していくのが気候学の特色だ。

自然地理学（気候学） 専修大学　文学部　環境地理学科
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るわけにはいきません。樹木やサン

ゴ、氷床などに残された当時の気候

の痕跡を辿っていくことになります。

地球温暖化に関連した研究や
自然災害に関連した研究が増加

　19世紀頃までは、気候は変わらな

いものだと思われていましたが、や

がて観測技術が発達してきたことで、

細かな変化や特徴を知ることも可能

になり、数十年単位でも気候は変化

しうるということがわかってきまし

た。例えば、都市に注目し、人間が

何をどう変えると気候がどれくらい

変わるのかを調べる研究も行われる

ようになりました。

　また、現在の気候が長い地球の歴

史の中でどのように位置づけられる

のかといった研究も行われています。

100年くらいのスケールで見ると、

現在は異常気象の頻発といった極端

な状況が出現しているように見えま

す。しかし、気候は長い目で見れば

大きく変動していますから、本当に

人為的な影響なのか、自然変動の一

部なのかは、より長期間にわたって

過去の事例を調べていかないとわか

りません。将来の気候を予想するシ

ミュレーション研究も含めて、現在

の気候の位置づけを探る研究は盛ん

に行われています。

　最近、世界的に注目を集めている

のは、何といっても地球温暖化に関

する研究です。特に高緯度地方は温

暖化の影響を強く受ける傾向があり、

永久凍土の融解をはじめとする北極

域や南極の気候変化に関する研究が

注目を集めています。また、台風の

強さや経路の変化、異常気象の頻発

や極端化などについての研究も国際

的に行われています。

　異常気象による自然災害が増えて

いる日本では、災害関連の研究も関

心を集めています。梅雨の豪雨は毎

年起こる現象ですが、最近は被害が

あるのかなど、いろいろな分野の研究

者が一緒になって、気候と災害との

関係を明らかにしようとしています。

また、都市気候の研究も活発です。

ヒートアイランド現象が首都圏の気

温に与える影響、ヒートアイランド

現象の鉛直構造、ゲリラ豪雨の発生

機構と都市効果との関係などが議論

され、観測やシミュレーション研究

とを合わせて精力的な研究が行われ

ています。

本当に「想定外」なのかを
知るには
平均的な状況を知る
気候学が有効

　私はフィリピンの気候を研究して

います。熱帯に位置するフィリピン

では年間を通して気温はあまり変化

しないため、雨季や乾季といった降

水量の季節変化により気候が特徴づ

けられていますが、最近は乾季に雨

が降ったり、雨季の始まりや終わり

がずれたりする現象が頻発するよう

になりました。フィリピン周辺の大

気の対流活動は日本の天候にも影響

しているため、こうした変動が日本の

気候変化と関係している可能性もあり

ます。そのため、フィリピンにおける

気候変化が近年になって現れ始めた

現象なのか、以前から起きているこ

となのかを見極める必要があります。

　それには100年以上の長期にわた

大きくなり

やすい傾向

があります。

豪雨の発生

メカニズム

の変化に原

因があるの

か、あるい

は脆弱な場

所に人間が

進出したこ

とに原因が

る気象データが必要になります。フ

ィリピンは欧米の統治時代から気象

観測の歴史がありますが、データが

各国に散逸しているため、それを収

集して気候変化の研究に利用できる

か検証を始めました。まだデータ収集

の途上ですが、過去にも似たような変

動があったことや、近年は特に年々

の変動が大きくなっていることなど

が見えてきました。今後さらに詳細

に調べていくつもりです＜図表＞。
　気候学を学ぶと、現在起きている

現象がどのくらい平均に近いことな

のか、本当に「想定外」の現象なの

かを分析し考える力や、さまざまな

時間的・空間的なスケールから現象

を多角的に捉えることで、現在の課

題や問題を発見する能力を身につけ

ることができます。ただ、大気現象

は視覚化することが難しいため、少

し場所が離れるだけでなぜ気候が違

うのかといった単純な疑問でさえも、

さまざまな要素を総合的に捉えて考

えなくてはなりません。気候学には、

このような“謎解き”の楽しさがあ

るのです。しかも、地理学系の学科

は文系の学部にも理系の学部にも設

置されているため、文系・理系どち

らの視点からでも気候学へのアプロ

ーチが可能です。こういった学問分

野としての幅広さも気候学の魅力の

１つだと思っています。

＜図表＞

（赤坂郁美准教授提供）

スペイン統治時代のフィリピンの気象観測記録(1868年６月)
イギリス気象庁（Met Office Archives）所蔵

これまでに各国で収集した20世紀前半以前の気象データを利用
し、フィリピンにおける年降水量偏差（1913 ～ 2007年平均値か
らの差）の長期変化を示した。空白はデータ欠損期間。

1910年代からの降水量の変化をみることで初めて、近年は
降水量が極端に少ない年や多い年が現れる傾向にあり、降水
量の年々の変動が大きくなる傾向にあることがわかる
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ある現象がなぜそこで
起こっているのか
「分布」と「メカニズム」に
注目して分析

　人文地理学は、「地理的事象の空

間的特性」を明らかにする学問です。

地理的事象とは、地上で起きている

人間社会のさまざまな現象のことで

すが、その空間的な特性を明らかに

するとはどういうことでしょうか。

わかりやすいように、全国高等学校

野球選手権大会（夏の甲子園）を例

に挙げます。甲子園の勝率も地理的

事象の１つと考えることができるか

らです。

　これまでの夏の甲子園大会の結果

を見ると、都道府県で勝率が異なり

ます。それを地図上にプロットして

みると、ある空間的な特性が浮かび

上がってきます。西日本に強豪が多

い、山陰地方など日本海側は勝率が

低い、大都市圏を抱える都道府県は

勝率が高い…など、さまざまな空間

的な分布のパターンが見えてきます。

分布のパターンがわかれば、次にや

ることは、なぜそのような分布にな

っているかを説明することです。例

えば、「西日本は日照時間が長く練

習時間も長くとれるから」「日本海側

は冬に雪におおわれて屋外での練習

が難しいから」「大都市圏では強豪校

が多かったりプロ野球チームがあっ

たりして刺激を受けることが多いか

ら」など、勝率が高い県と低い県の

空間分布についていろいろな説明が

可能です。

　このように、人文地理学では、自

分が調べようとする地理的事象につ

いて、まずは「分布」を調べ、その

分布が生じた「メカニズム」につい

て、さまざまな環境要因や人間の価

値観などに照らし合わせて、合理的

に説明できるようにすることをめざ

しています。

文化的現象や価値観を
問い直す
新しい「文化地理」が登場

　人間社会のあらゆる現象や活動が

人文地理学の研究対象です。しかし

実際の研究では、「経済地理」や

「都市地理」「交通地理」「社会地理」

が多数を占めています。これらは、

いずれも人々の生活に直結しており、

現実の政治や経済活動と密接につな

がっています。例えば、「経済地理」

なら、どの地域に工場を配置したら

効率的な生産につながるのかといっ

たことを、ビッグデータなどを活用

しながら追究していくことで、現実

的な課題解決につながる可能性があ

ります。

　一方で、「宗教地理」「観光地理」

などの「文化地理」は、これまであ

まり研究者の関心が高くありません

でした。観光現象には経済現象的な

側面もありますが、これまでは言語

や宗教、民族、メディアなどの文化

現象の分布やメカニズムといった空

間的な特性を明らかにするのが主流

であって、人間の主体性や価値観に

関わる部分が大きいため、実利面で

の貢献が少ないと思われていたのか

もしれません。

　しかし、20世紀後半からは、「文

化地理」への関心が高まってきまし

た。価値観の違いがさまざまな差別

や抑圧となって地域的な格差を生ん

だり、不幸な状況を生み出したりし

ていることから、そうした課題解決

に資する学問として注目されるよう

になってきたからです。

　1970年ごろからは、「新しい文化

地理」ともいえる動きが出てきまし

た。現代思想の影響を強く受け、文

化現象が生じている空間や場所その

ものが持つ意味、すなわち、その空

間や場所が人間にとってどんな場所

で、人間にどのような影響を与えて

地表面で起きている人間社会の諸現象の
「空間的な特性」と人間への影響を明らかにする

　地球上で人間はさまざまな活動を行っている。経済、政治、宗教、文
化、交通と数え上げればきりがない。こうした人間の諸活動は、地形や
気候など自然条件に影響を受けるため、活動の様相も地域によって異な
る。人文地理学は、地理的事象の分布を調べ、なぜそのような分布にな
っているかを説明することをめざしている。中でも「文化地理」は、文
化現象の分布の解明に加え、文化現象が生じている場所が、人間にどの
ような影響を与えているのかを考えていく学問だ。

人文地理学（文化地理） 筑波大学　生命環境系
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いるのかを考えていくことにも関心

が持たれるようになり、研究が多元

化しています。

　文化現象の一例としては、映画や

アニメなどの舞台となった場所を訪

れる「聖地巡礼」があります。その

場所がそこを訪れる人たちに何らか

の充足感を与えており、この現象を

分析することで、その場所や空間の

持つ意味を考えようとしていくので

す。

　また、「文化地理」の研究では、こ

うした流れを受けて、「文化の政治

学」ともいえるような研究が盛んに

行われるようになっています。価値

づけられた文化現象を対象に、これ

までの常識を検証したり、場所によ

る価値観の違いなどを比較したりす

ることで、人々の思惑なども含めて

政治的な現象として捉えようという

もので、文化現象や自明だと思われ

ている価値を問い直そうとするアプ

ローチが特色です。

世界遺産による
「場所の資源化」が
もたらす光と影の部分を検証

　場所が持っている意味や価値を考

える「文化地理」の研究として、観

光について考えてみましょう。

　日本では、地方や離島は、人口減

少や高齢化、経済低迷などが続いて

おり、課題先進地ともいえる状況に

あります。そこが自立していくには、

その場所に価値を持たせる、すなわ

ち資源化することが必要です。理想

としては、その場所に人が持続的に

住み続けられるようなシステムを考

え、定住人口を増やしていければい

いのですが、産業がなければどうし

ようもありません。そこで、注目さ

れるのが観光です。観光産業は定住

人口の増大にはそれほど寄与しませ

んが、訪れる人々が増えれば交流人

口や関係人口が増加し、地域の経済

的な自立を促すことになります。

　このような場所の観光資源化に関

しては、私も長崎をフィールドに研

究を行っています。

　長崎県では、2018年に「長崎と

天草地方の潜伏キリシタン関連遺

産」が世界文化遺産として登録され

ました。私は2004年から長崎で研

究を進めており、2007年に文化庁の

暫定登録リストに入った頃から、知

名度が徐々に高まっていき、世界遺

産に登録されて多くの観光客が来る

ようになるまでを継続的に観察して

きました。

　「行政」が推進して、「業界」が後

押しすることで登録がかなったわけ

ですが、この世界遺産の本来の主役

は潜伏キリシタンのはずです。とこ

ろが、登録とその後の展開に、主役

の末裔である「信徒（地元）」の人

たちの思惑が十分に反映されていな

いように感じました。そこで、どん

な人たちのどんな力が働いて資源化

が行われたのか、そしてその結果と

して何が生じているのかを、プラス

面もマイナス面も含めて記述してい

くことで、世界遺産による場所の観

光資源化と、持続的な均衡ある発展

との関係を明らかにしようとしてい

ます。他にも、熊野古道で知られる

「紀伊山地の霊場と参詣道」や、合

掌造りで知られる「白川郷・五箇山

の合掌造り集落」の世界遺産につい

ても、大学院生とともに、同様の研

究を進めています。

　人文地理学の研究は、きわめて汎

用性が高いことが特徴です。人文社

会科学系で扱うテーマで、地理学で

扱えないテーマ、議論できないテー

マはほとんどありません。人間の生

活は場所と無関係には存在しないか

らです。しかも、人文地理学の研究

では、何度もフィールドに通うこと

になります。その結果として、そこ

に生きる人々の生き方への関心が高

くなります。人間のことに興味があ

り、その生きざまに興味がある人に

は、人文地理学、そして「文化地理」

の学びの楽しさがわかってもらえる

のではないかと思います。

 ©︎ Mint Images /amanaimages
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地理学の出発点である
「探検」の要素を
色濃く反映している地誌学

　人間には、知らないものに対する

好奇心があります。自分の知らない

場所に出かけ、その場所の自然環境

やどんな人々が暮らしているのかを

調べ、その場所がどんな場所なのか

知りたいのです。そして人類は「探

検」を始めました。地理学は、この

「探検」に伴って成立した学問です。

やがて地理学は発展する過程で、自

然環境を対象にする自然地理学と、

人間活動を対象にする人文地理学と

いう専門領域に分かれていきます

が、地誌学は本来の地理学の出発点

である「探検」の精神をそのまま引

き継いでいる学問領域なのです。

　地誌学は、特定の地域を対象にし

て、そこの自然環境と人々の暮らし

を網羅的に捉えようとします。単に

事象を記述するだけでなく、その地

域の自然環境と人々の暮らしとの関

係を考察することで、地域の特徴を

描こうとします。例えば、ある地域

に特異な文化があるとすれば、なぜ

その地域にそんな文化が生まれ、発

展してきたのか、自然環境とのつな

がりも含めて考えていくわけです。

ですから地誌学の研究では、自然地

理学の知識も人文地理学の知識も総

動員することになります。

　このような地誌学の研究は、地域

研究と似ています。特定の地域を対

象に人々の暮らしや社会を調べる地

域研究は、人類学や社会学でも行わ

れています。これらの地域研究と地

誌学の違いは、「地域」そのものへの

関心に加えて、「地球全体」への視

野があるかどうかです。地誌学は、

人々の暮らしをはじめとする地域の

特色を調べると同時に、その地域と

他の地域との違いは何か、地球全体

の中でこの地域がどう位置づけられ

るか、さらには地球全体をどう捉え

たらいいのかといったことを強く意

識しています。特定の地域を調べる

ことで、地球全体に当てはまるよう

な知見、すなわちローカルな地域を

通して、グローバルな視点でものを

語ろうという方向性を持っているの

が地誌学なのです。

　地誌学では、現在「動態地誌」と

呼ばれる考え方が重視されていま

す。ある地域に関する地理的状況全

般を平均的に見るのではなく、その

地域に特異的な現象を中心に見てい

くものです。例えば、西南アジアを

対象にイスラームという信仰に着目

して、その信仰が、乾燥していて降

水量が少ない自然環境や、牧畜を中

心とした農業、歴史的な変遷などと

どのように関連しているのかを考え

ていきます。こうした見方をするこ

とで物語性を帯び、西南アジアとい

う地域の一面を深く理解することに

つながるのです。こういった視点

は、研究面だけではなく、中学・高校

の地理教育でも重視されています。

世界の動きとの関連で
地域を捉え
地域の課題解決を
志向した研究へ

　近年の地誌学研究には２つの大き

な動きがあります。

　１つは、世界の動きと連動した研

究です。これまでの地誌学は特定の

地域だけを対象に研究してきまし

た。しかし、現在は地域と地域が密

接に結びついており、世界の動きと

も連動しています。地域の産業を見

る場合も、企業や物流、労働者が世

界的な規模で動いている可能性が少

なくありません。そのため、特定の

地域を描く場合であっても、世界の

動きとの関係の中でダイナミックに

描こうとする研究が増えているので

す。

　もう１つは、地域で起こっている

問題をどのように捉え、どう解決す

るかを念頭においた研究です。地域

自然と人間の関係から地域の特徴を描き
グローバルな視点から世界を見る目を養う
　地誌学は、ある大きさで地域を捉え、その地域の自然環境の特徴や、
文化、産業、経済など人間の営みの特徴を明らかにし、それらの関係に
焦点を当てることで、地域の特色を描き出そうとする学問だ。しかも、
特定の地域に注目しながらも、常に地球全体への視点を忘れないのが地
誌学の大きな特色といえる。

地誌学（ヨーロッパ地誌） 東京学芸大学　人文社会科学系　地理学分野
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の特徴を捉えるのが地誌学ですが、

地域の問題もそうした特徴の一部と

捉え、問題解決と地域理解をどうつ

なげていくかに焦点を当てていま

す。例えば、SDGs（持続的な開発目

標）のターゲットの中には、地域の

問題に関係するようなものがありま

すが、そういった世界的な問題を盛

り込んでいる研究が多くなっていま

す。

少数民族の特徴を
調べることで
ヨーロッパという地域を
考察する

　私は移動する人々、特にヨーロッ

パをフィールドとした少数民族の研

究を続けています。ヨーロッパには

日本にはない陸上の国境があり、言

語や宗教、帰属意識が異なる人々が

隣り合って暮らしています。EUとし

ての統合をめざしながらも、地域の

個性は明確にあります。私は、この

「統合と分化」は、ヨーロッパの特

徴の１つだと考えました。

　地域の個性を生み出している要素

の１つは民族集団です。例えば、東

ヨーロッパのハンガリーやチェコ、

あるいはイタリアにはドイツ系少数

民族が暮らしています。なぜ、その

地域で自分たちの慣習にこだわった

生き方をしているのかを調べ、その

背景や自然環境との関係、産業との

関わりなど、彼らが住んでいる地域

にどんな影響を与えているのかを記

述することで、個性あふれるヨーロ

ッパという地域の特徴を描き出そう

というわけです。

　その延長として、ロマ（ジプシー）

の研究もしています。ロマには数百

年の歴史があり、現在ヨーロッパには

1,000万人くらいが暮らしています。

置づけになっているかを考察するこ

とは、移民や難民問題に揺れるヨー

ロッパという地域を考察する上で、

大きな手がかりになると思っていま

す。

地域を学ぶことは
人を知ることであり
今後の社会で
地誌的な理解力が不可欠に

　地域の特色を描く地誌学は、地域

理解をめざしており、究極的にはそ

の土地に暮らす人々のことを理解す

ることをめざしています。つまり地

域を学ぶことが、人を知ることにつ

ながるのです。グローバル化した現

代社会では、異文化理解や多文化共

生の重要性が叫ばれていますが、地

誌学はまさにそこに貢献する学問で

もあるのです。

　冒頭で地誌学は「探検」の流れを

汲んでいると述べました。現在では

地球上のあらゆる場所に行くことが

でき、世界のさまざまな地域の情報

があふれています。現代にはもう

「探検」すべきところはないと思うか

もしれません。しかし実際には、私

たちは依然として世界のほとんどの

地域のことを知らないのです。情報

は豊富にありますが、偏見に満ちた

情報や、その社会が期待する情報だ

しかし、ロマの人々に

とっての「地域」は存

在せず、暮らしている

地域の担い手にもなっ

ていません。しかも現

在、ヨーロッパには新

たな少数集団として、

移民あるいは難民のよ

うな人々も増えていま

す。なぜロマがヨーロ

ッパにいて、どんな位

けが大量に流れ、その地域の真の姿

を描いた情報にはなかなかアクセス

できないからです。

　現在、世界には、自分たちの文化

とは異なる文化の背景を無視し、一

部の特徴のみを取り上げた偏見が数

多く存在しています。そうした偏見

を小さくしていくためには、異なる

地域の文化や習慣を相互に理解し、

客観的に捉える、地誌学的な学びや

理解が必要なのです。

　高校生のみなさんの中には、地理

は暗記科目だと思っている人もいる

かもしれません。とりわけ日本や世

界の諸地域のことを学ぶ地誌的な領

域に対しては、その傾向が強いので

はないでしょうか。もちろん、地域

のことをしっかり理解するためには

ある程度の基礎的な知識が必要で、

高校地理は基礎的な知識から出発し

ているため、そうしたイメージにな

るのでしょう。

　しかし、地理の本当の面白さはそ

の先にあります。自然環境と暮ら

し、産業、移民などがどうつながっ

ているのか、なぜその現象がこの地

域で発生し、他の地域で発生してい

ないのか。こうした問いを立て、そ

の地域を訪れ、自分なりに「推理」

していく学問が地理学であり、地誌

学なのです。

＜写真＞ブランデンブルク門

（加賀美雅弘教授提供）
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高校の地理と異なる
大学の地理学
地理学の持つ広がりを
体系的に学びたい

　高校では、地理は日本史や世界史

と同じく、地理歴史科の科目の１つ

であり、地理学についてもその延長

線上で文系の学問だとイメージしが

ちだ。しかし、大学での地理学とは

乖離があるため、注意が必要だ。

　「地理学は、理学から人文科学、社

会科学、情報工学など、非常に幅広

い分野との関わりを持ちながら総合

的な学問として発達してきました。

ですから高校生が想像する地理の内

容と、大学の地理学の内容は、かな

りかけ離れているのが現実なのです」

と藤本悠准教授は語る。

　大学では、地理学のこのような広が

りを体系的に学んだ上で、自然地理学、

人文地理学、地誌学の３分野の中で自

分の専門領域を決め、卒業論文を執筆

することになる。とはいえ、地理学科

は文学部、環境系学部、理学部などさ

まざまな学部に設置されており、教員

構成も異なっている。また、地理学の

研究者が、１つの学部・学科ではなく、

散らばって在籍していることも多い。

　「そのため、多くの大学では、初年

次から地理学を体系的に学ぶという

よりは、地理学の先生のゼミに入っ

てから地理を本格的に学び始め、修

士と合わせて地理学を研究するとい

う形になりがちです。この場合、指

導教員の専門に大きな影響を受けて、

地理学の広がりを実感しにくくなる

可能性もあります」（藤本准教授）

　奈良大学の場合は、地理学科は文

学部にあり、９人もの専任の専門教

員が在籍している。自然地理学、人

文地理学、地誌学のバランスがとれ

た構成になっており、初年次から体

系的な地理学教育を行っている。以

下、そのカリキュラムを紹介する。

必修科目で地理学を
トータルに学び
基本的な考え方や
技術に関するセンスを磨く

　１年次は、「学問と社会」「地理学

入門」「自然地理学」「人文地理学」

「地誌学」「地理学実習」「地図学基

礎」「基礎演習」が必修科目となっ

ている。これらの必修科目を通して、

地理学全体を見渡していく＜図表＞。
　「『地理学入門』は、専任教員全員

がオムニバス形式で各自の研究やゼ

ミの活動を伝える科目で、地理学研

究の広がりを実感してもらう狙いが

あります。『基礎演習』では、後期に

なると測量やコンサルティング、保

険などの業務に携わる企業関係者や、

学校教員、自治体職員などをお呼び

し、専任教員とのディスカッション

を通じて、地理学の学びが実際の社

会でどのように活用されているのか

を相互に理解する機会を持ちます。

入学時から卒業後の姿を示すことで、

学びのモチベーションを高める効果

があります」（藤本准教授）

　２年次以降の必修科目はすべてゼ

ミになる。２年次前期の「地理学講

読・調査法」では論文検索の方法や

論文の読み方、フィールドワークの

実践方法などを学ぶ。後期の「地理

学分析・表現法」は、教員の専門分

野ごとに必要な技術の基礎を学ぶ。

藤本准教授の場合は、統計やプログ

ラミングを扱っているという。

　３年次になると、本格的なフィー

ルドワーク「地理学地域調査実習」

がある。ゼミごとに学外調査に出か

けるもので、行き先もそれぞれに異

なる。３～４泊の実習を１回行うの

が一般的だが、藤本准教授の場合は、

鹿児島県の離島に１週間、島根県の

中山間地域に１週間、年に２回、計

４回のフィールドワークを行う。

　「フィールドワークのスタイルは研

究者によって異なりますが、私の場合

は『何度も同じ場所に通う』『可能な

限り長く同じ場所にとどまる』ことが

理想は地理を体系的に学べるカリキュラム
現場主義に徹し、フィールドワークが必須
　地理学は自然地理学、人文地理学、地誌学の３分野に大別される。その
ため、大学で地理学を学ぶときは、これら３分野の基礎的な内容を学んだ
上で、それぞれの興味・関心に応じて特定の分野および領域の研究へと入
っていくことになる。地理学の出発点は、未知の土地について理解するこ
とにあったため、地理学の教育では現地に足を運ぶことが重要視されてい
る。そのため、現場での観察や聞き取りを行う「フィールドワーク」（大
学によって名称はさまざま）は、多くの大学で必修科目となっている。

教育 奈良大学　文学部　地理学科
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大切だと考えています。また、３年生

だけでなく、希望者は１年生から４年

生まで参加でき、実習中は集落の集会

所や体育館などで集団生活を通して

仲間意識を高めつつ、地域とのつな

がりを深めていきます。こうしたやり

方を通じて地域を五感で感じ取って

ほしいと思っています」（藤本准教授）

　４年次のゼミは卒業論文が中心だ。

１年生から３年生までの学びを総合

し、関心のあるテーマについて、必

要なフィールドワークを行って分析

し、卒業論文へと仕上げていく。

　「卒業論文のテーマは、基本的に

はゼミの研究テーマの枠組みに沿っ

てはいるものの、ある程度自由に選

ぶことができます。学生もいろいろ

な教員に質問に行くし、教員も答え

られない質問が来れば別の教員を紹

介するなど、教員の連携がしっかり

とれているからです」（藤本准教授）

　奈良大学のカリキュラムでは、こ

れら４年間の必修科目を通して地理

学の根本的な学び方を修得すると同

時に、豊富な選択科目で、専門領域

の学びや技術について深めていく。

選択科目は、４群に分かれている。

すなわち、地理学の３分野を構成す

る代表的な学問分野の概論で構成さ

れるＡ群、その中のさらに専門的な

学問を追究するＢ群、測量、リモー

トセンシング、GISデータ分析など

の具体的な「技法」を学ぶＣ群、そ

して地理学と関連する分野、例えば

文化人類学や心理学、経済学、生態

学などを学ぶＤ群からなる。

　「技法を学ぶ科目については、４年

間で実践的な技術を身につけさせよ

うとは思っていません。本当に使え

る技術は企業や大学院に入ってから

学べばいいのです。学部では、その

ときに戸惑わないように、技法に関

する基本的な理論や、技術に関する

センスを磨くことを重視した教育を

行っています」（藤本准教授）

はGPSによるデジタル地図上の位置

情報と、その上にさまざまな情報を

落とし込むGISが、それらの学問に

取って代わり、意思決定を促すツー

ルになっているのです」（藤本准教授）

　奈良大学でもGIS教育を行ってい

る。GISの概念と構成について理解

する「地理情報科学概論」や、計量

地理学とGISの空間分析手法との関

係を理解する「計量地理学概論」、

具体的なGISデータの扱い方を学ぶ

「GISデータ分析技法」などは、藤本

准教授が担当している。

　最後に、藤本准教授は、GIS教育

の今後について語ってくださった。

　「歴史的に見ると、GISは長い間、伝

統的な地理学と相容れない関係にあ

りました。その論争の過程や結果を

追うことは、地理学の本質や、GISの

意義を考えることにつながります。そ

のため、GISの授業では、こうした歴

史を扱うことも重要だと考えていま

す。幅広い領域にまたがる地理学の

エッセンスは、高校の教科では世界史

や倫理、政治経済、生物、物理などに

分割されてしまいました。今後のGIS

は、それらをもう一度統合し、再構

築させるという方向性を持っていく

べきだと考えています」（藤本准教授）

意思決定を促す
ツールとしてのGIS
教科に分断された知識を
統合する狙いも

　地理学教育では現在、GIS教育の

重要性も高まっている。GISはGeo-

graphic Information Systemの 略

称で、「地理情報システム」のこと

である。デジタル地図上にさまざま

な情報を落とし込んで重ね合わせる

ことで、何らかの「意思決定」を促

すシステムだ。特別なシステムのよ

うに聞こえるが、日常的に接してい

る身近なものだ。例えば、スマート

フォンの位置情報をもとに人の混雑

具合を示した「混雑レーダー」、路

線バスの位置をリアルタイムで表示

する地図などはみなGISであり、そ

れだけに生活に普及しているのだ。

　「なぜGISが重要なのかというと、

地理学の本質に関わっているからで

す。地理学は大衆の視点ではなく、

統治者の視点に立った学問です。国

を治める際に必要な意思決定に地理

学は不可欠でした。かつては、自分の

いる位置を知る天文学と、その場所

がどんな場所かを知る地理学が重要

な役割を果たしていました。現在で

＜図表＞奈良大学地理学科の４年間の学びのプロセスとステップ

（藤本悠准教授提供）
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注目の学部・学科

職業別割合では事務従事者が３割以上
産業別割合では教育・学生支援業が約３割

　 「ひらく 日本の大学」調査によると、2019年度の地

理学系の卒業者を分母とした場合の就職者等の割合は83

％、大学院等進学率は９％、その他８％となった。文・

人文系の、就職者等86％、大学院等進学率５％、その

他９％と比べると大学院等進学率がやや高い。理学系の

学部・学科でも地理学を学べることが関係している。

　次に、就職者等を分母とした場合の職業別割合と産業

別割合を見ていく。なお、職業別割合も産業別割合も、

2019年度卒業者のものである。

　＜グラフ１＞は、地理学系の就職者の職業別割合である。
割合の高い職業は、高いものから順に事務従事者（34％）、

教員（26％）、販売従事者（18％）、技術者（７％）、技術者・

教員以外の専門的・技術的職業従事者（５％）となっており、

事務従事者が全体の３割以上を占める。一方、文・人文

系では、事務従事者（33％）、販売従事者（27％）、教員

（11％）、技術者・教員以外の専門的・技術的職業従事者

（９％）（注２）、サービス職業従事者（９％）となっている。

　就職者の産業別割合を見ると＜グラフ２＞、教育・学
習支援業（29％）、情報通信業（12%）、卸売業・小売業

（10％）、公務（10％）、その他のサービス業（９％）と

なっており、教育・学習支援業が全体の約３割を占める。

一方、文・人文系では、卸売業・小売業（17％）、その

他のサービス業（16％）、教育・学習支援業（13％）、情

報通信業（10％）、製造業（８％）となっている。

　文・人文系と比較した際の地理学系の特徴として、職

業別では、教員と技術者の割合が高く、産業別では教育・

学習支援業、情報通信業の割合が高いことが挙げられる。

これは、地理学系の学部・学科が、文・人文系の学部・

学科だけではなく、教育系の学部・学科に設置される場

合も多いことや理学系の学部・学科に設置されている場

合もあることが関係している。

教員免許やGIS学術士といった資格を取得可能

　地理学系の学部・学科は、教員養成系の学部・学科に設

置される場合も多い。そのため、小学校教諭一種免許状、

中学校教諭一種免許状（社会）といった教員免許を取得で

きる場合が多い。また、中学校・高等学校の授業科目や分

野として、地理が設けられていることもあり、教員養成系

以外の学部・学科でも、中学校教諭一種免許状（社会）・

高等学校教諭一種免許状（地理歴史）といった教員免許を

取得できる場合がある。

　日本地理学会の認定資格である、地域調査士やGIS学術

士を取得できる場合もある。

　日本地理学会のホームページ（http://ajg-certi.jp/）によ

ると、地域調査士とは、「地域調査の専門家」、「地域調査

のプロフェッショナル」のことであり、主に大学で日本地

理学会が認定した科目を取得した学部学生が取得できる。

GIS学術士は、地理情報システムの技術と知識を身につけ

た専門家とされ、日本地理学会が認定した科目を修得した

大学等卒業者が取得できる。また、地域調査士、GIS学術

士ともに「専門地域調査士」「GIS専門学術士」という上位

資格が存在する。

　日本地理学会ホームページには、科目認定校の一覧が掲

載されている。進学を希望する大学で、日本地理学会の認

定資格を取得できるかどうかについては、日本地理学会や、

大学のホームページ等を参照いただきたい。

卒業後の進路

（注１）p56参照。「地理学を学べる主な大学（抜粋）」を本記事では「地理学系」と表記。
（注２）技術者・教員以外の専門的・技術的職業の中には、図書館司書、学芸員、カウンセラーなどが含まれるため、文・人文系、地理学系ともに割合が高

くなっている。

　朝日新聞社 × 河合塾「ひらく 日本の大学」2020年度調査の結果から、地理学系（注１）の学部・学科の学士
課程卒業後の進路の特徴を、文・人文系と比較しながら見ていく。

＜グラフ２＞地理学系　就職者の産業別割合（2019年度卒業者）

事務従事者
34%

販売従事者
18%

上記以外
10%

技術者
7%

技術者・教員以外の
専門的・技術的
職業従事者
5%

教員
26%

教育・学習
支援業
29%

公務
10%

情報通信業
12%

その他の
サービス業
9%

　卸売業・
小売業
10%

上記以外
31%

（朝日新聞社×河合塾「ひらく 日本の大学」調査より）

＜グラフ１＞地理学系　就職者の職業別割合（2019年度卒業者）
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「地理学」についてさらに知りたい先生方へ広告

　河合塾では、本や仕事をきっかけに中高生が興味・関心
を広げ、学部・学科選びや大学選びにも活用できるWEB
サイト「みらいぶっく」を運営しています。
　「地理学」「人文地理学」のページでは、今回の『Guideline』
では掲載しきれなかった、地理学の研究をリードする大学（※）

や、特色ある研究者、関連する本などを紹介しています。

　他にも、トップ研究者が勧める本や、関心のある「キー
ワード」による検索、質問に答えながら関心のある学問を
発見できる「相性診断」などから、中高生が興味のある学
問に出会うことができます。進路指導や総合的な探究の時
間などにぜひご活用ください。

東京都立大学
都市環境学部　地理環境学科

都市環境学部　観光科学科

東京大学
教養学部　学際科学科　地理・空間コース

理学部　地球惑星環境学科

工学部　社会基盤学科

筑波大学
生命環境学群　地球学類　地球環境学主専攻

北海道大学
文学部　人文科学科　哲学・文化学コース

千葉大学
理学部　地球科学科

教育学部　学校教員養成課程　小学校コース　
社会科選修、中学校コース　社会科教育分野

筑波大学
生命環境学群　地球学類　地球環境学主専攻

京都大学
文学部　人文学科　地理学専修

総合人間学部　総合人間学科　文化環境学系

九州大学
文学部　人文学科　人間科学コース　地理学分野

奈良女子大学
文学部　人文社会学科　地域環境学コース

文学部　人文社会学科　文化メディア学コース

立命館大学
文学部　人文学科　地域研究学域

掲載内容例

研究をリードする大学 研究をリードする大学

関連する学問

地理学 人文地理学
文系と理系2つの学問から地表面の現象を調べる～ GIS地理
情報システム、地形、災害を扱う自然地理学から、都市、観
光、文化を扱う人文地理学まで

土地利用　 ジオパーク　 まちづくり
地球温暖化　自然遺産 

みらいぶっく
こちらからアクセス
https://miraibook.jp/

地域研究、文化人類学・民俗学、観光学

都市、経済、観光など地表面で起こる文化や社会現象を調べ、
それらの分布や地域構造などから法則性を見出す。近年、地
理空間情報を活用したデジタル地図が急速に展開

交通地理学　街道と城下町　地理情報システム
限界集落　古地図

興味がわいたら
防災・減災につなげる　ハザードマップの活かし方 
鈴木康弘
ハザードマップは災害研究に取り組む地理学の重要な成
果の一つだ。これは災害と地形がどう関わるのか、その
関係を理解することに役立つ。一方、自然相手に完全な
ものはできず限界もある。自然災害予測の難しさや、そ
の成果と限界を考えながら、私たちがハザードマップを
どう使い活かしていくのか、考えみてほしい。 （岩波書店） 

※平成23年から27年までの科学研究費の採択件数が多い大学。実際に採択されている研究者の多くは、組織としては大学院所属という形になっています
が、「みらいぶっく」では、各研究者が教員としてどの学部・学科を担当し、研究室を持ちゼミ等の授業を行なっているかを調べ掲載しています。

キーワード キーワード
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